
第27回子ども虐待防止シンポジウム

今回は、まず最初にドキュメンタリー映画『魂のきせき』（英題：In Their Traces）の特別先行試写を行います。「友人がフラッシュバックを起

こしPTSDに苦しんでいる。長年それを見てきた監督が、性暴力サバイバーであるひとりの写真家との出会いをきっかけに映画作りを決意する。

日々のやりとりを記録し続ける意味を問いながら、自らの過去にまで潜っていく監督。新たな一歩を踏み出す彼女たちの、その生きる日々の軌跡

を見つめ続ける。」 

＜Prof. John Devaneyのご紹介＞                                    

Devaney教授の研究は家庭内暴力に焦点が当てられています。特に、子どもの殺害事件、子ども虐待・ネ

グレクト、パートナー間暴力(IPV/DV)、子ども家庭福祉政策、そして、子ども期の逆境体験(ACE)が生涯

にわたって及ぼす影響に重点を置いています。また、比較社会政策、実践と介入の評価、政策開発にも関心

を持っています。研究ファンドや政府機関、人権擁護団体からの資金提供を得て、さまざまな研究プロジェ

クトを実施しています。 

＜海外招聘講師＞ 

John Devaney氏：エジンバラ大学 社会学・政治学部  

          学部長・教授 

＜ドキュメンタリー映画＞ 

『魂のきせき』特別先行試写（監督：小林 茂/2025年/97分） 

＜日本人講師＞ 

田上 幸治：神奈川県立こども医療センター 総合診療科 

本山 景一：茨城県立こども病院 小児救急・集中治療科 

沼口 敦 ：名古屋大学医学部附属病院 救急・内科系集中 

      治療部 

＜司会・座長＞ 

山田 不二子： 認定NPO法人 チャイルドファースト 

ジャパン 理事長 

【参加費】 一般 12,100円 税込   

会員   8,800円 税込 

学生    4,400円 税込 

※ 大学院生・研究生・有職学生は一般扱いとなります

ので、学生料金ではご参加いただけません。。 

 第27回子ども虐待防止シンポジウムにお招きするJohn Devaney教

授のご専門がCACとCDRであるため、今回のテーマを「CACとCDR」

としました。CAC（子どもの権利擁護センター）とは、人権侵害を受け

たことが疑われる子どもたちに「司法面接」「系統的全身診察」「ここ

ろのケア」の3つのサービスを提供するワンストップセンターです。

CDR（チ ャ イ ル ド・デ ス・レ ビ ュ ー）と は、子 ど も の 予 防 可 能 死

（Preventable Deaths）を防止することを目的として子どもの死亡の

全数を検証する制度です。 

 Devaney教授と当法人理事長 山田との出逢いは2018年9月に開催さ

れた国際子ども虐待防止学会（ISPCAN）学術集会 ハーグ大会にまで遡

ります。当時、Devaney教授はクイーンズ大学ベルファストで教鞭を

執っておられ、北アイルランドにCDR制度を構築した中心人物でした。 

 2023年9月に開催されたISPCAN学術集会 エジンバラ大会で山田が

再会したとき、Devaney教授はエジンバラ大学に移っておられ、スコッ

トランドで最初の子どもの権利擁護センター Bairns’Hoose（アイス

ランド発祥のThe Barnahus Networkの一員）の開設に携わっておら

れました。2023年10月以降、政府の資金援助を受けて、人口540万

人のスコットランドで6つのBairns’Hooseがパイロット運用されてい

ます。 

 認定NPO法人チャイルドファーストジャパンは、2015年2月に『子

どもの権利擁護センター（CAC）かながわ』を開設しました。それから

10年以上が経ちますが、日本では「司法面接」と「系統的全身診察」を

ワンストップサービスとして提供するCACが1つ加わったのみで、「こ

ころのケア」まで実施しているのは『CACかながわ』だけです。 

 UKでCDRの制度化とCAC設置に関わられたDevaney教授から日本

がなすべきことを学びましょう。 

 2026年1月17日(土)：学術集会〔逐次通訳付き〕                

       1月18日(日)：パネル・ディスカッション〔同時通訳付き〕 

ホームページからお申込みください。 
https://symposium.childfirst.or.jp/ 
お申込みを自己都合でキャンセルされた場

合、ご入金いただいた参加費はご返金でき

ませんので、予め、ご了承ください。 

テレビ朝日福祉文化事業団助成事業 

共催：認定ＮＰＯ法人チャイルドファーストジャパン   

   地方独立行政法人神奈川県立病院機構神奈川県立 

   こども医療センター（社会技術研究開発事業  

   SDGsの達成に向けた共創的研究開発プログラム）  



プ ロ グ ラ ム

一日目： 2026年 1月 17日(土) 【学術集会：逐次通訳付き】
時 間 次 第 ・ テーマ 講 師 等

9:30～ 受付
10:00～ 10:10 開会のあいさつ 山田 不二子

認定 NPO法人チャイルドファーストジャパン(CFJ)
理事長

10:10～ 11:50 ドキュメンタリー映画 『魂のきせき』 監督：小林 茂
（英題： In Their Traces ） 特別先行試写 製作：カサマフィルム 配給：アギィ

11:50～ 13:00 昼休み
13:00～ 14:30 基調講演① John Devaney氏

「スコットランドの Bairns' Hoose Dean and Head of the School of Social and
～その開設までの道のりと開設後の成果～」 Political Science, and Centenary Chair of Social

Work, The University of Edinburgh
14:30～ 14:50 「本邦における性被害児への診察の 本山 景一氏

現状と問題点」 茨城県立こども病院 小児救急・集中治療科

小児総合診療部 副部長、集中治療室長

14:50～ 15:10 「系統的全身診察の普及と 田上 幸治氏
CAC設立に向けての動き」 神奈川県立こども医療センター 総合診療部長、

患者家族支援部長

15:10～ 15:30 休憩
15:30～ 17:00 基調講演② John Devaney氏

「北アイルランドのチャイルド・デス・レビュー(CDR) Dean and Head of the School of Social and
～その導入までの道のりと導入後の成果～」 Political Science, and Centenary Chair of Social

Work, The University of Edinburgh
17:00～ 17:30 「 CDR を日本全国に広げるために私たちが 沼口 敦氏

これからなすべきこと」 名古屋大学医学部附属病院 救急・内科系集中治療部

病院講師

17:30～ 17:40 事務連絡

二日目： 2026年 1月 18日(日) 【パネル・ディスカッション：同時通訳付き】
時 間 次 第 ・ テーマ パネリスト

10:00～ 12:30 「日本全国に CAC を普及するために」 John Devaney氏
座長：山田 不二子 田上 幸治氏

本山 景一氏
12:30～ 14:00 昼休み
14:00～ 16:30 「日本全国で CDR を制度化するために」 John Devaney氏

座長：山田 不二子 本山 景一氏
沼口 敦氏

※ １月１７日(土) 午後６時より John Devaney教授を囲んで懇親会を開催します。参加には別料金 6,000円が必要です。

会場：ラジオ日本クリエイト 会議室 〔定員 144名〕
（横浜市中区長者町5-85 三共横浜ビル 3階）
・ JR関内駅 北口 徒歩 5分
・横浜市営地下鉄 伊勢佐木長者町駅 3 番出口 徒歩 2 分
・京浜急行 日ノ出町駅 徒歩 6分

お問合せ
認定 NPO 法人チャイルドファーストジャパン事務局
〒 259-1132
神奈川県伊勢原市桜台 1丁目 5番 31号
チェリーヒルズ金田 2階 B号室
TEL ： 0463-90-2715 FAX ： 0463-90-2716
E-mail ： info@symposium.childfirst.or.jp
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	第27回シンポジウム_プログラム_20251110

